
 

2018 年 8 月 29 日 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

 

世界アルツハイマーデー（9 月 21 日）に向けた取組み 

～「認知症サポーター」1 万人達成～ 
 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社（グループＣＥＯ取締役社長：櫻田 謙悟、以下      

「ＳＯＭＰＯホールディングス」）は、「認知症にならない・なってもその人らしく生きられる社会」の

実現を目指し、認知症への正しい理解を深めるためのさまざまな取組みを展開しており、このたび  

「認知症サポーター※1」となった役職員・代理店従事者数が 1万人に到達しました。 

また、ＳＯＭＰＯホールディングスは、9 月 21 日の世界アルツハイマーデー※２および 9 月の     

世界アルツハイマー月間にあわせたイベントを開催するとともに、テレビ・新聞・雑誌・Ｗｅｂ等に  

おいて、ＳＯＭＰＯホールディングス主体の「ＳＯＭＰＯ認知症サポートプログラム」を 2018 年 10 月

から始動する内容の広告を実施します。 

※1 2005 年から厚生労働省が提唱し開始した制度。認知症について正しい知識と理解を持ち、認知症当事者の方やその

家族に対してできる範囲で手助けをし、誰もが暮らしやすい社会をつくっていく役割を期待されています。また、

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）に「認知症サポーター」の養成の推進が記載されています。 

※2 国際アルツハイマー協会と世界保健機関が共同で、9 月 21 日を世界アルツハイマーデーに制定し、9 月を世界   

アルツハイマー月間と定めています。 

 

１．背景 

国内のＭＣＩ（軽度認知障害）と認知症高齢者は、2012 年で約 862 万人と推計されています。2025 年

にはその総数が約 1,300 万人に達するとの予測もあり、要介護者の増加による介護職員の不足等、  

認知症に関するさまざまな社会的課題が増加していくことが想定されています。 

ＳＯＭＰＯホールディングスが展開する「ＳＯＭＰＯ認知症サポートプログラム」※3 では、「認知症

にならない・なってもその人らしく生きられる社会」の実現を目指しており、認知症を正しく理解する

ことにより、誤解・偏見をなくすことが必要となります。そのため、ＳＯＭＰＯホールディングスでは、

継続的にグループの役職員および代理店において「認知症サポーター」の養成を行うとともに、認知症

への理解を深めるための取組みを実施しています。 

※3 「ＳＯＭＰＯ認知症サポートプログラム」については、7/19 付リリース「ＳＯＭＰＯ認知症サポートプログラムの    

展開について」をご参照ください。https://www.sompo-hd.com/~/media/hd/files/news/2018/20180719_1.pdf 

 

２．「認知症にならない・なってもその人らしく生きられる社会」の実現に向けた具体的な取組み 

（１）「認知症サポーター」1 万人達成 

ＳＯＭＰＯホールディングスは、認知症への正しい理解と対応によるお客さま応対の品質向上を 

目指し、認知症当事者の方やそのご家族を支える「認知症サポーター」の養成に取り組んで    



きました。その結果、2018 年 8 月 28 日時点で「認知症サポーター」が 10,952 名（グループ内     

役職員 8,920 名、代理店従事者数 2,032 名）となり、1万人超を達成しました。 

 

（２）認知症への理解を深めるための主催イベント 

  ＳＯＭＰＯホールディングスは、認知症への理解を深めるための以下のイベントを主催します。 

 

①  損保ジャパン日本興亜本社ビルのライトアップ ＜9月 21 日（金）18:00～23:00＞ 

昨年に引き続き、世界アルツハイマーデー当日に、損保ジャパン日本興亜本社ビル北側を、   

認知症啓発・支援活動のテーマカラーであるオレンジ色にライトアップします。 

                   

② 認知症を考えるセミナーの開催 ＜9月 24 日（月・休）13:30～15:30＞ 

「公益社団法人認知症の人と家族の会」のご協力のもと、認知症当事者の方とそのご家族を対象

に、「国立研究開発法人国立長寿医療研究センター」の方を講師に迎え、「共に生きる～認知症を

考えるセミナー～」を損保ジャパン日本興亜本社ビルで無料開催します。 

【詳細】 https://www.sompo-hd.com/~/media/hd/files/company/elderly/seminar2018.pdf 

 

（３）その他の取組み 

ＳＯＭＰＯホールディングスは、上記イベントに加え、認知症への理解を深めるための以下の  

イベントへ協賛・参加します。 

 

① 「ＲＵＮ伴 2018」へ協賛・参加 

認知症当事者の方とそのご家族、支援者、一般の方々がリレーをしながら、一つのタスキを   

つなぎゴールを目指すイベント「ＲＵＮ伴 2018」へ協賛するとともに、グループ会社の     

損保ジャパン日本興亜ひまわり生命およびＳＯＭＰＯケアの役職員、ＳＯＭＰＯケアの    

介護サービス利用者の約 1,500 名がランナーとして参加します。 

  【参考】http://runtomo.org/ 

 

② 国立長寿医療研究センター主催「認知症予防市民フォーラム」への協賛 

     2017 年度に包括連携協定を締結した「国立研究開発法人国立長寿医療研究センター」が 9月 17 日

（月・祝）に主催する「認知症予防市民フォーラム」へ協賛します。 

【参考】http://www.ncgg.go.jp/seminar/20180917.html 



 

 

③ 2018 年度世界アルツハイマーデー第 25 回記念イベント「認知症メモリーウォーク・きょうと

2018」への協賛・参加 

      「公益社団法人認知症の人と家族の会」が認知症への理解と病気に対する社会への啓発を目的

として 9月 21 日（金）に開催するウォーキングイベント「認知症メモリーウォーク・きょうと

2018」へ協賛するとともに、損保ジャパン日本興亜ひまわり生命の職員が本イベントの運営に

協力します。 

【参考】http://www.alzheimer.or.jp/wp-content/uploads/Memorywalk_chirashi.pdf 

 

３．今後について 

ＳＯＭＰＯホールディングスは、「認知症にならない・なってもその人らしく生きられる社会」の  

実現を目指し、認知症への理解を深めるための啓発・支援活動を今後も推進していきます。 

 

【参考】 

①「ＳＯＭＰＯ認知症サポートプログラム」特設サイト 

https://www.sompo-egaoclub.com/sompo-dementiasupportprogram/ 

②「ＳＯＭＰＯ認知症サポートプログラム」ＢＯＯＫ 

https://www.sompo-egaoclub.com/sompo-dementiasupportprogram/pdf/support.pdf 

 

 

以上 

 

 


